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主な記事 
①ディスカバリーカルチャー開催について 

②厚真町公営塾（よりみち学舎）の取組／不

用スケート靴の受付について／パークゴ

ルフの用具貸出について 

③あつまるねっと募集／二十歳のつどい実

行委員会募集 

④子どもミニ華展／町民登山／教科書展示

会／４月定例教育委員会 

⑤図書室だより 

⑥放課後子ども教室活動報告 

 

 

 

 

 教育委員会は、５月１４日（土）青少年センターで、 

子どもから大人まで多世代にわたって参加できる新たな

生涯学習の場として、第１回ディスカバリーカルチャーが

開催され、幼児から高齢者までの１２人が参加しました。 

 今回は、プラネタリウムを鑑覧した後、町内で活動して

いる厚真けん玉クラブの協力のもと、「だれでもできる」

をテーマにけん玉に挑戦しました。けん玉を使った積み木

やドミノなど、けん玉の常識を 覆
くつがえ

すものばかりで、参加

者は「今までけん玉が苦手だったけど、今日は楽しかった」

と満足気な様子でした。 

 ５月２９日（日）には第２回（ペタンク体験）を予定し

ていますので、皆さん、ぜひご参加ください。 

【問合せ】 

厚真町教育委員会社会教育グループ 

☎０１４５－２７－２４９５ 

けん玉積み木やドミノで楽しむ参加者 

 

 ラジオ体操第１、第２はよく知られていると思い

ますが、「ラジオ体操第３」をやったことがある人

はあまりいないと思います。この回をきっかけに、

ラジオ体操第３を体験してみませんか？ 

 厚紙を使ったハードカバーのメモ帳づくり。表紙

には、自分の好きなデザインを選び、自分だけのオ

リジナルメモ帳をつくります。子どもから、大人ま

で誰でも参加できますよ！ 
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フィギュア、ホッケー、スピードスケート等… 

スケート靴の種類、サイズは問いません。 

町民スケートリンクでの貸出用として活用いた

します。ご家庭で不用となったスケート靴があり

ましたら、ご提供ください。随時
ず い じ

受け付けており

ますのでご連絡お待ちしております。 

町内 3 か所（スポーツセンター、役場上厚真支所、青少年センター）

でパークゴルフのクラブとボールを無料で貸出しています。クラブは

大人用と子ども用があり、左利き用もあります。貸出しをご希望の方

は、いずれかの施設の開館時間中にご相談ください。 

【連絡先】スポーツセンター  ２７－３７７５ 

上厚真支所     ２８－２３１１ 

青少年センター   ２７－２４９５ 

 

皆さん、こんにちは、公営塾スタッフの 

山中です。高校生活魅力化プロジェクトの一

環として、高校生だけではなく、町の方々に

も気軽に立ち寄れる場所になることを目指

して昨年からスタートしました。新年度が始

まりこれまで来ていた２年生、３年生に加

え、１年生も通い始めています。また、今後

は塾内での活動のみならず町内へ繰り出し

ての活動も考えています。厚真町内に住まわ

れている皆さんとの交流も行っていきたい

と思っていますので、その際はどうぞよろし

くお願いします。 

また、今後の活動として、世界の料理作成

と紹介も行っていきます。まず初めにタンド

ール窯作りをしました。タンドール窯はナン

を焼く際に使うつぼ型オーブンです。その作

ったタンドール窯を使ってインド料理のナ

ンとタンドリーチキンを焼いてみました。タ

ンドール窯を使ってみたい、または詳しい作

り方を知りたい方がいましたら、右記のアド

レスまでご連絡ください。 

 

黒板アートやスポーツ、音楽、そして勉強。 

様々な活動を展開しています！ 

★タンドール窯の作り方★ 

ペール缶と鉢にパイプを通す穴を

空け、断熱材を敷き詰め、ひっく

り返した鉢をいれるとできます！ 

タンドール窯になんと

かナンをくっつけるこ

とができました！ 

 

お肉は、外はカリっと

中はジューシーに焼き

上がり、美味です！ 

 【問い合わせ】 
高校魅力化支援員（公営塾スタッフ） 

山中 卓也 

yamanaka.takuya.go@gmail.com 

自ら目標を発見し、 

挑戦できる場所を目指して… 

【連絡先】  

教育委員会（社会教育Ｇ） ２７－２４９５ 

スポーツセンター          ２７―３７７５ 

 



令和４年５月２７日発行 

３ 

 

 

 

 令和４年４月から民法が改正

され、成年年齢が２０歳から１８

歳に引き下げられました。これを

受けて、厚真町では、例年通り、

今年度２０歳になる方々を対象

にして、「二十歳のつどい」と名

称を変更して実施することとし

ました。 

 厚真町としても初めて開催す

る「二十歳のつどい」。どのよう

な場にするか、ぜひ、参加を希望

される方と一緒に考えていきた

いと思い、実行委員を募集しま

す。皆さんのご参加、お待ちして

おります。 

【二十歳のつどい詳細について】 
日 時 令和５年１月８日（日） 午前中を予定 

対 象 平成１４年４月２日～平成１５年４月１日までに生まれ、 

本人または両親が町内に在住している方 
（町外へ転出している場合も参加可能です） 

※秋ごろに対象者へ正式な案内を送付予定です。 

「あつまるねっと」とは、地域と学校がパートナーとなって厚真町の子どもたちの学びと育ちを応援

する仕組みです。子どもたちと一緒に活動したり、学びの環境をつくったりするための“地域ボランテ

ィア活動” の一つであり、老若男女、多世代にわたって活動するネットワークです。地域の方々が持

っている知識や知恵、技能、技術（下記参照）など、学校等での教育活動や子どもたちの成長を見守る

活動を支援するための人材バンクでもあります。 

 子どもを育てる環境づくりを進めるためには、様々な場面で活躍いただける方々が必要です。特別な

資格などは必要ありません。「できるときに」「できることから」「できる範囲で」…子どもたちの健や

かな成長を見守る“優しい応援団”です。 

＊学習支援活動 

読み聞かせ、教科学習の補助、クラブ活動の指導、伝統芸能・文化活動、地域の歴史や文化に関する 

お話、サーフィン・水泳・スケートなどの体育指導補助、陶芸指導、農業・林業などの体験的な活動 

の指導、ミシン・裁縫の指導、パソコンに関する指導など 

＊学校環境整備 

 花壇のお手入れ、樹木の剪定、草刈り、校舎内外の施設整備、雪かき、図書ボランティアなど 

＊学校安全 

 通学路の安全指導、登下校の声かけ、防犯巡回、校門でのあいさつ運動など 

＊その他の活動 

部活動の指導・指導補助など 

 

 

米の流通についての学習支援 漁協での体験指導 木工指導 サーフィン指導 

【実行委員募集】 

内 容 ※4 回程度実施予定 

地域や保護者の方々への感謝の気持ちを

伝えるための演出検討や記念品の選定等 

【申 込】 社会教育グループ 

    ☎0145‐27－2495 昨年の様子（餅まき企画） 
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子どもたちが生けた花の展示会が行われます。皆

様のご来場お待ちしております。 

  

 

～６月６日は「いけばなの日」～ 

６歳の６月６日に習い事、芸事を始めると上達す

るという日本の言い伝えが由来で、令和２年に日本

いけばな芸術協会が定めた記念日です。 

「いけばなの日」の前後の日程で各地域、各流派ご

とに体験教室や展示会などが行われ、厚真町でも展

示会を開催することとなりました。 

 また、今回「ミニ花展」を開催する華道同好会で

は月２回総合福祉センターで「小原流いけばな」の

稽古をしています。６月６日の「いけばなの日」を

きっかけとして始めてみるのはいかがでしょう

か？同好会には、小学生から大人まで幅広い年代の

方々が参加しています。興味のある方は教育委員会

までご相談ください。 

 

 

 

自然に親しみながら体力づくりができる 

登山にチャレンジしてみませんか？ 
 

◆主 管 あつま山の会 

◆共 催 厚真町教育委員会 

    厚真町体育協会 

◆と き ６月２６日【日】 

     午前６時００分 総合福祉センター前集合 

午後６時００分 帰着予定 

◆行き先 写
しゃ

万部山
まんべやま

４９８．８ｍ（長万部
おしゃまんべ

町） 

◆持ち物 ザック、昼食、副食類、雨具及び

防寒着、水筒、軍手、ごみ袋、帽

子、タオル、着替え、虫よけ等 

◆服装等 行動に適した服装、靴は登山靴ま

たは運動靴で履きなれたもの。 

◆定 員 ３０人（小学生は保護者同伴） 

◆参加料 記念品及び保険料（当日の朝徴 収
ちょうしゅう

） 

大 人（中学生以上） 

     子ども（小学生） 1 人５００円 

◆その他 雨天の場合は中止（当日の朝決定） 

     新型コロナウイルスの感染拡大の

状況により、中止または延期する

場合があります。 

◆申込み 

     教育委員会 社会教育グループ 

☎２７－３７７５（スポーツセンター） 

  

 

４月２８日に開催された定例教育委員会の会

議内容についてお知らせします。 

◆報告事項 

 各学校の教職員・児童生徒数について／４月校

長会議・教頭会議について／議会総務文教常任

委員会所管事務調査について／厚真町教育研

究所第１回運営委員会について／パークゴル

フ場オープンについて（５件） 

◆その他 

 厚真町立各中学校に係る部活動方針の一部改

正について／今後の成人式について／町内小

中学校の新型コロナウイルス感染症の状況に

ついて（３件） 

★問合せ  

教育委員会 学校教育グループ 

☎２７－２４９４ 

 

 

 

教育委員会では、現在使用している教科書

見本の展示会を次のとおり開催します。この

展示会は教科書の適正な採択のため、教科書

見本を効率的に利用するために設けられた制

度です。 

 また、教育関係者だけでなく、保護者や一

般の方々にも閲覧していただくことで、教科

書や教科に対する理解を 

高めてもらうことも目的 

としています。 

 

◆展示期間 ６月１０日【金】～２３日【木】 

      午前９時～午後５時※土日も開催 

      ※火・木 午後７時まで 

◆と こ ろ 厚真町青少年センター 

◆問 合 せ 教育委員会 学校教育グループ 

      ☎２７－２４９４ 

第３４回さわやか町民登山

会 

 

教科書展示会開催 

 

1 人１０００円 

◆開催期間 ６月３日【金】～６月６日【月】 

◆場 所 青少年センター ２階ホール 

 

６月２１日（火）までに電話等で申込み  

◆問 合 せ 

教育委員会 社会教育Ｇ  

☎２７－２４９５ 

けいこ 

かてん 

「ミニ花展」開催 
かてん 
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青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－２３２１（土日） 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9時から午後 5時（月～日） 

※毎月５日・20日が土日・祝日の場合は 

休館となります。 

6 月の「おはなしのびっ子」による絵本の読み聞かせは 

23 日(木)10 時から１0 時半まで 

場所は 厚真町青少年センター図書室 絵本コーナーです。 

6月の休館日 

6月の休館日はありません 

司書の博学篤志見聞録 1.北海道編 

 厚真町の未来の図書館を検討するため、先進的な取組を行っている図書館や併設する文化交流施設を見学し

てきましたので、図書室だよりのページを使って２回に分けてご紹介します。 

第１回は東川町と中富良野町です。東川町は、旭川の南側に位置する人口約 8,400 人の米づくりと木工の町、

中富良野町は人口約 5,000人のラベンダーの季節にとても賑わう町です。 

博学篤志（はくがくとくし）…広く様々なことを熱心に学ぶこと 

≪東川町≫ 

東川町の図書コーナーは、せんとぴゅあⅡ内にありま

す。特色は、図書コーナー内に椅子のコレクションが展

示されていて、デザイン性のある椅子に実際に腰をか

けて本を読めることです。利用者は、せんとぴゅあに滞

在すること自体を楽しんでいて、図書コーナーに用事が

無くても、散歩コースやお出かけついでに寄る場所とし

て活用していました。 

≪中富良野町≫ 

中富良野町の図書館は教育委員会や福祉施設が

入った建物の２階にあります。写真で見た時から気に

なっていた台形の展示書架は、本の大きさに合わせて

高さが変えられる優れもので、様々な展示に重宝しそ

うでした。他にも、回転式文庫書架や、日光の影響を

受けないよう配慮された郷土資料コーナーなど、配架

に工夫があり本が探しやすい図書館でした。 

東川町は町が掲げる「東川町はこういう町」というコンセプトを体現した建物で、図書コーナーもそのコンセプトを担う一

部として大切に扱われていると感じました。中富良野町図書館は、だれが利用するのか、だれのための図書館なのかが

きちんと考えられている図書館だと思いました。「厚真町にこんな図書館ができたらいいな」というご意見がございました

ら、ぜひ図書室司書までお話をお聞かせください。 

書架が低く、開放的な空間

になっている図書コーナー 
東川名物椅子コレクション 

入口から奥まで見える 

天板のない書架が並ぶ 

工夫が楽しそうな展示用書架 

図書館のシンボル 
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子どもたちと歩く帰り道。上厚真大橋を渡ったところにあるパークゴルフ場の頭上に、ずらりと

並ぶ鯉のぼりが見えました。風を受けて、青い空を悠々と泳いでいます。町内の小学校は暦どおり

のお休みで、飛び石連休となった今年のゴールデンウィークですが、子どもたちからは家族でキャ

ンプに行った話や、おうちでゲームをしたり映画を観たりした話などを聞きました。新学期が始ま

って１か月。新しい環境に対する緊張から、少し疲れが見える５月です。この連休が心と体のリフ

レッシュになっていることを願います。 

長い銀世界を経て、真っ白なキタコブシの花が咲き、次いで桜の桃色、朱色や紫のツツジ、黄色

いレンギョウなど、北海道の春は一気に視界が明るくなるように感じます。朝晩はまだ肌寒い日も

ありますが、日中はポカポカと暖かい陽気に包まれ、外遊びに出ると、額に汗をにじませる子ども

たちです。誘い合わせてオニゴッコやサッカーをしたり、タンポポやフキノトウを集めて、入れ物

代わりのフキの葉に乗せたお弁当屋さんゴッコなど、見立て遊びを楽しんだりしています。５月か

ら新１年生の参加も始まりました。少し緊張気味にやってくる子もいれば、物おじせず、最初から

パワー全開の子もいて、三者三様です。リレーなどのミニゲームやモノづくり、外遊びといった各

種のプログラムと自由遊びを体験し、次第に場にも慣れ、明るい笑顔が見えるようになりました。

新しい後輩ができた２・３年生は、こちらも多様な反応が見られます。先輩として、１年生のお世

話をしてあげたい気持ちもある一方、１年生ばかりが注目されることへの寂しさや甘えたい気持ち

も、言葉や態度の端々から伝わってきます。子どもたちの気持ちにも寄り添うには、忍耐力と集中

力、観察力が必要です。一緒に体を動かして遊んだり、ケンカをした子の話を聞いたり、活動中、

自分の体のエネルギー消費率がぐんと上がっていることを感じますが、子どもたちが「今日も楽し

かった！」と帰っていく姿を見ると、ほっとうれしい気持ちになります。しかし、まだ年度は始ま

ったばかり。成長の階段を駆け上がっていく過程で、子どもたちはまた色々な顔を見せてくれるこ

とでしょう。子どもたちの気持ちに寄り添えるよう、心と体を鍛えていきたいと思っています。 

☆放課後子ども教室活動報告☆ 


	Ｐ１（改訂版）.pdf
	Ｐ２（改訂版）
	Ｐ３（改訂版）
	Ｐ４（改訂版）
	Ｐ５（改訂版）
	Ｐ６（改訂版）

